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策定経過

Ｒ４年５月 長野市子ども読書活動推進計画策定委員会に諮問（第１回策定委員会）

Ｒ４年７月
〜８月

第２回～第３回策定委員会において協議

Ｒ４年７月 庁内作業部会

Ｒ４年10月 策定委員会（第４回）／ 中間答申

Ｒ４年11月 定例教育委員会 部長会議 において計画案を決定

Ｒ４年12月
〜Ｒ５年１月

計画案に対する市民意見等の募集

Ｒ５年１月 策定委員会（第５回）において計画案の決定 答申

Ｒ５年２月 定例教育委員会 部長会議 政策説明会

２



１ 市民意見募集等の概要

（１） 趣 旨

平成30年４月に策定した「第三次長野市子ども読書活動推進計画」

の成果と課題を踏まえ、今後子ども読書活動に関する施策を展開する

上での方向性等を明らかにし、令和５年度から令和９年度を計画期間

とする「第四次長野市子ども読書活動推進計画」を策定するため、

市民の皆さんから広くご意見・ご提案等の募集(パブリックコメント)

を行いました。
（２） 募集期間

令和４年12月５日（月）から令和５年１月４日（水）まで

（３） 計画案の公表方法と意見募集案内

➣記者会見 令和４年12月12日（月）

➣計画（案）の閲覧及び「意見用紙」配布窓口
市ホームページ、家庭・地域学びの課、行政資料コーナー、各支所、
各市立公民館・市交流センター、各市立図書館、長野市生涯学習
センター

（４） 意見の提出方法

市ホームページの「ながの電子申請サービス」、書面

３



対応区分 対 応 方 針
提案
件数

１ 計画案を修正・追加する。 ３

２ 計画案に盛り込まれており、修正しない。 ２

３ 計画案は修正しないが、今後の取組において検討又は参考とする。 ４

４ 検討の結果実施は困難であり、計画案に反映しない。 ０

５ その他（他の計画で対応している） ０

合 計 ９

２ 募集の結果

（１） 意見提出者 ２者

（２） 意見等件数 ９件

（３） 計画案に対する意見・提案への対応

４



３ 主な意見と市の考え方

No. 意見要旨 市・市教育委員会の考え方 対応方針

１

P16 

施策２ 教育・保育施設等における子どもの
読書活動の推進
１ 教育・保育施設等における取組
(１) 保育所・幼稚園・認定こども園等におけ
る子ども読書活動の充実

（意見）
園児への図書の貸し出しや読書に関する情

報の提供や職員の研修の実施などの担当課に
市立図書館を加える。取り組みの実施に必要
と思う。

保育園等で園児に直接貸出することは
難しいと考えますが、園に対する団体貸
出は行っておりますので、団体貸出し制
度の周知と利用促進を図るため、新たに
具体的な取組項目を追加します。
情報提供については、毎月子供向けの

館報を園に送付しており、「施策４ 市
立図書館等における子どもの読書活動の
推進」、「１ 市立図書館における取
組」、「(1) 子ども対象の読書推進事業の
充実」において、取り組みます。

対応区分1
計画案を修正・
追加する。

２

P25

施策４ 市立図書館等における子どもの読書
活動の推進
２ 社会教育施設等における取組
(１) 市立公民館等における子ども読書活動の
充実

（意見）
具体的な取り組みの（上から）3（つ

目）・4（つ目）に市立図書館入れる。本に
関することは図書館です。

（３つ目）図書館分室において、季節や年中行事を意
識した絵本の紹介やお薦め絵本等の展示 〔家庭・地
域学びの課（公民館・交流センター）〕
（４つ目）ふるさとや世界各国の文化等を理解するた
めのテーマ本の選定・コーナーの設置 〔家庭・地域
学びの課（公民館・交流センター）〕

市立図書館（分室）が主体的に取り組む
事業であることから、「市立図書館」の
記載を追加します。

対応区分1
計画案を修正・
追加する。

５



No. 意見要旨 市・市教育委員会の考え方 対応方針

３

P30

施策７ 関係機関の連携と普及啓発の推進
１ 関係機関の連携
(１) 関係機関の連携

（意見）
具体的な取り組みの（上から）1（つ

目）・3（つ目）・4（つ目）に小中学校
を入れる。

（１つ目）庁内関係機関の連携 〔家庭・地域学
びの課/学校教育課/市立図書館〕
（３つ目）児童・生徒の図書館見学・体験の実施
〔市立図書館/学校教育課〕
（４つ目）学校図書館に関する相談体制の整備
〔市立図書館/学校教育課〕

１については学校教育課が主管課として取
り組むことから追記を行いませんが、３・４
については、小中学校も主体的に取り組む事
業であることから、小中学校を追記します。

対応区分1
計画案を修正・
追加する。

６



No. 意見要旨 市・市教育委員会の考え方 対応方針

４

P14

施策１ 家庭における子どもの読書活動の
推進
１ 家庭における取組
(１) 家庭での読書活動の取組への支援

おひざで絵本事業の推進・充実

（意見）
絵本を渡すとき、健康教室の取り組み

として、保健師が読み聞かせの重要性を
家族のかかわりの重要性とともに伝える。
絵本の手渡しの意味がわかるように、健
康教室のスケジュールに組み込まれてい
る必要がある。

7～８か月児健康教室において、ボランティ
アによる読み聞かせ体験の時間を設けていま
す。現在コロナ禍で中止になっていますが、
今後、再開を検討してまいります。
また、保健師による個別相談の際に、パン

フレット「たくさん子どもと触れあって」を
用い、読み聞かせを推奨しています。

対応区分2
計画案に盛り込
まれており、修
正しない。

５

P15

施策１ 家庭における子どもの読書活動の
推進
２ 保健センター等における取組
(１) 保健センター等における子ども読書
活動への支援

（意見）
妊娠・出産の早い時期によみきかせや

話しかけなどをすることは有意義なこと
であると伝える。――７，８か月より早
い方がよい。

母子健康手帳交付時等に、妊産婦や保護者
へ子どもの読書を推進するためのパンフレッ
トの配布を検討してまいります。

対応区分2
計画案に盛り込
まれており、修
正しない。

７



No. 意見要旨 市・市教育委員会の考え方 対応方針

６

P4

P9

第2章 第三次計画期間における成果と
課題
施策２ 教育・保育施設等における子ども
の読書活動の推進
施策５ 関係機関の連携と普及啓発の推進

保育園における絵本コーナー・市立図書
館におけるリサイクル本の活用

（意見）
各園で限られた図書予算内でコーナー

の充実を図っていると思うが、毎月長野
図書館まで数十冊を借りにいく園がある
ときいた。リサイクル本の活用だけでは
なく、保育園だけを巡回する移動図書館
を新設するなどして、園児世代への読書
推進活動に踏み込んだアイデアで力を入
れて頂きたい。

長野図書館には保育園等の専用貸出図書があ
り、1回100冊まで貸出期間２か月の団体貸出
を行っています。今後も保育園等の専用図書の
充実を図り利用を促してまいります。
移動図書館の新設は難しいですが、既存の取

り組みを充実させていく中で、乳幼児の読書活
動の推進を図ってまいります。

対応区分３
計画案は修正し
ないが、今後の
取組において検
討又は参考とす
る。

８



No. 意見要旨 市・市教育委員会の考え方 対応方針

７

P18

施策３ 学校等における子どもの読書活動
の推進
１ 小学校・中学校等における取組
(４) 教職員の読書に関する意識の高揚と
研修機会の充実

（意見）
子どもの読書活動推進には学校図書館

の役割が大きい。学校司書の充実が「学
校図書館の運営にかかわる職員の充実」
という司書、教諭もふくめたあいまいな
表現になっている。市立図書館はＰ２３
（５）図書館司書の充実とあります。学
校司書の充実に勤務時間を正規職員並み
にした方がいい。また新規採用者に対す
る研修とともに計画的研修の実施が必要
である。

今後も、学校司書から実情を聞き取り、ニー
ズに合わせて対応を検討してまいります。
研修については、現在年３回の学校司書を対

象とした研修の他に、地区ごとに年２～３回計
画的に研修を行っております。

対応区分３
計画案は修正し
ないが、今後の
取組において検
討又は参考とす
る。

９



No. 意見要旨 市・市教育委員会の考え方 対応方針

８

P20

施策３ 学校等における子どもの読書活動
の推進
１ 小学校・中学校等における取組
(８) 特別な支援を必要とする子どもの読
書環境の充実

（意見）
読書バリアフリー法の制定は評価でき

るので学校司書や先生の研修をしてほし
い。

今回、新たに特別支援の子どもを対象とした取
り組みを盛り込むことに伴い、今後、市立図書館
とも連携しながら、特別な支援を必要とする子ど
もたちの読書環境の向上を、目指す研修を行って
まいります。

対応区分３
計画案は修正し
ないが、今後の
取組において検
討又は参考とす
る。

10



No. 意見要旨 市・市教育委員会の考え方 対応方針

９

P32

第四次長野市子ども読書活動推進計画目
標値及び設定根拠等

（提案）
各指標項目の数値目標の現状値（R3年

度）は、各々の目標値をほぼ達成してい
る。そのため、今後の５年間にふさわし
い、新たな指標項目を設けて、子ども読
書活動の推進を計画するべき。新たな指
標項目（案）は以下のとおり。概要版の
一覧表も、これに合わせる。

○電子図書館の利活用
現状値（R3）未活用（0%）
→目標値（R9）子ども部門の活用

（100%）

（理由）
コロナ感染拡大の影響により、実際の

図書館の利用も停滞している。
ただ一方では、小・中学校・高校にお

いては、集合教育の代替手段として、各
自１人１台ずつのタブレットが配布され
て、オンライン授業も行われるように
なってきている。また、最近、長野県内
では、各市町村共通の電子図書館「デジ
としょ信州」が開館して、子ども向けコ
ンテンツも充実するようになってきてい
る。長野市も、こうした電子図書館の利
活用を、きちんと計画の中に盛り込むべ
きであるため。

現在、電子図書の学校教育における活用方法に
ついては検討段階であり、指標としては掲げるこ
とは難しいと考えますが、計画の取り組みの中で
電子図書の活用を図ってまいります。

対応区分３
計画案は修正し
ないが、今後の
取組において検
討又は参考とす
る。

11


